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施設名

演題名 足湯がポジティブ感情に与える影響について

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

入院生活に「快感情」「リラックス感」の促進効果を与える関りが少ない。
少しでも患者さんが入院生活を送る中で、「快感情」「リラックス感」の促進、「不安感」の軽減が図れるような
かかわりを持つことで患者さんが安定すると考えた。
【用語の定義】
快感情：生き生きしている。爽快な気分である。　リラックス感：リラックスしている。ゆったりしている。
不安感：不安である。思い煩っている。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 12

リーダー名
（職種）

回

活動期間
放射線技師

医師

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　ポジティブ感情測定尺度（MCL-S2）

（目標値）有意差が出る

湯本温泉を利用し足湯を実施する。
対象は安全に座位が取れ、主治医の許可がある患者（27名）とした。
浴室に観葉植物を設置し、音楽も流してリラックスできる空間とする。
実施前後にポジティブ感情尺度（MCL‐S2）を実施し結果を比較する。

（実施前）「快感情」　4.0　 　「リラックス感」　4.1　　 「不安感」　3.6

（実施後）「快感情」　5.2※　「リラックス感」　5.1※　「不安感」　3.0　　　　　　　　　　　※有意差あり

足湯を生活活性化の活動として、看護部職員が中心となり、毎週実施する。
患者の1日の生活の中に組み入れる。
業務基準を作成し、実施者と協力者を明確にする。
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③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動 鈴木絢子


